


















要約：富山スタディ調査をもとに,3 歳時及び小学 1 年時の体格の推移から,肥満に関連す

る小学 1年時の生活様式要因を解析した。小学1年時の肥満児は男児の 431 名(10,3%),女

児の 377 名(9.4%)であった。3 歳時と小学 1 年時の体格は有意に相関した(男児 r=0.559,

女児 r=0.584)。生活様式要因の検討では,対象児童を 3 歳時と小学 1 年時の体格から両時

期正常(第 1 群),3 歳時のみ肥満(第 2 群),小学 1 年時のみ肥満(第 3 群),両時期肥満(第 4

群)の四つの群に分類し検討した。4群間の比較検討より「卵・肉・魚の多い食生活」,「果

物少ない食生活」,「夜食頻度多い」,「運動・外遊び好まない」,「食事速度速い」,「就

寝時間遅い」,「睡眠時間短い」,「テレビの視聴時間長い」,「排便回数多い」等が肥満

と有意に関連があった。


